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　平成 28 年４月に、町内３カ所（昼・夜の２部構成）で議会報告会・意見交換会を実
施しました。今回は、前回の６会場から３会場へ絞り、昼と夜の２部構成にしました。
昼間の方が出てきやすい、良かったよという言葉も頂きました。ありがとうございました。
　住民の皆様の、大変参考となるご意見をお伺いすることが出来ました。
　各地区でお伺いした主なご意見は分野ごとにまとめ、概要を掲載しています。　

ア
ウ
ト
ド
ア
関
連

　

施
設
整
備
の
財
源
は
。

　
県
か
ら
の
補
助
金
支
援

と
有
利
な
起
債
を
適
用
す
る
。

　

施
設
の
運
営
は
。

　

指
定
管
理
に
よ
る
。

　

住
民
の
意
見
は
反
映

さ
れ
る
の
か
。

　

実
施
設
計
に
住
民
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
町
長

に
求
め
て
い
る
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
の

計
画
が
庁
舎
と
並
行
し
て

進
ん
で
い
た
の
か
。

　

議
会
で
は
、
県
が
推
進

す
る
観
光
拠
点
事
業
に
町
長

が
対
応
し
た
も
の
と
確
認
し

た
。

　

事
業
の
総
事
業
費
は
。

　

実
施
設
計
費
１
億
２
千

万
円
。
建
設
費
は
、
概
算
７

億
円
余
り
と
承
知
し
て
い
る
。

　

帰
全
山
公
園
に
は
重

要
な
史
跡
が
あ
る
。
関
係

者
と
の
協
議
は
。

　

史
跡
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
申
し
入
れ

て
い
る
。

　

振
興
計
画
に
ア
ウ
ト

ド
ア
の
里
づ
く
り
構
想
は

入
っ
て
い
る
の
か
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
構
想
と
し

て
計
画
に
入
っ
て
い
る
。

　

大
型
事
業
に
数
少
な

い
職
員
数
で
対
応
出
来
る

の
か
。

　

町
長
か
ら
は
必
要
な
対

応
を
行
う
と
答
え
を
得
て
い

る
。
議
会
も
心
配
し
て
い
る
。

　

本
町
に
経
済
効
果
を

も
た
ら
す
の
か
。

　

嶺
北
全
体
に
効
果
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

大
型
事
業
の
実
施
に

は
、
住
民
の
理
解
を
得
る

手
続
き
を
あ
ら
か
じ
め
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

議
会
と
し
て
も
、
重
要

事
業
を
計
画
す
る
場
合
に
は

住
民
説
明
会
の
実
施
等
に
よ

っ
て
意
見
を
反
映
し
、
理
解

を
得
る
よ
う
、
町
長
に
求
め

て
い
く
。

みなさんから頂いた要望・ご意見

▲アウトドアの拠点施設建設予定地

開催日 場所 時間 参加人数
4 月 18 日 プラチナセンター 昼の部 　８名

夜の部 　19名
4月 19日 吉野公民館 昼の部 　13名

夜の部 　６名
4月 20日 東部コミュニティセンター 昼の部 　４名

夜の部 　５名
合　計　 55 名

今年の開催状況

※議員はそれぞれ５名ずつ（昼・夜で交代）と事務局２名で各地区にお伺いしました。
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さ
く
ら
市
関
連

　

さ
く
ら
市
施
設
の
管

理
は
。

　

さ
く
ら
市
生
産
者
組
合

が
４
月
１
日
よ
り
施
設
管
理

を
行
う
。

　

さ
く
ら
市
施
設
の
管

理
契
約
書
、
仕
様
書
の
内

容
は
。

　

町
と
組
合
の
間
の
契
約

で
あ
り
、
ま
た
、
指
定
管
理

制
度
で
は
な
い
こ
と
か
ら
詳

細
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

施
設
運
営
が
活
性
化

委
員
会
か
ら
変
更
さ
れ
た

理
由
は
。

　

さ
く
ら
市
活
性
化
委
員

会
の
解
散
を
う
け
て
、
さ
く

ら
市
生
産
者
組
合
に
業
務
委

託
し
て
い
る
。

　
町
長
は
、
９
月
を
目
途
に

管
理
者
を
公
募
し
指
定
管
理

制
度
に
移
行
す
る
と
の
意
向
。

　

昨
年
８
月
の
指
定
管

理
者
選
定
は
ど
の
よ
う
に

決
ま
っ
た
の
か
。

福
祉
ゾ
ー
ン
総
合
福
祉

施
設
関
連

　
施
設
建
設
に
４
億
８

千
万
円
の
補
助
金
、
町
民

一
人
当
た
り
15
万
円
。
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

　
総
合
福
祉
施
設
は
、
１

８
０
名
の
入
所
者
と
雇
用
の

場
の
確
保
が
で
き
る
。

　

広
域
行
政
か
ら
福
祉

法
人
へ
の
運
営
移
行
の
過

程
を
知
り
た
い
。

　
財
政
上
の
理
由
で
、
広

域
の
構
成
町
村
は
嶺
北
荘
・

大
豊
園
の
社
会
福
祉
法
人
へ

の
移
譲
を
決
定
し
た
。
法
人

選
定
の
結
果
、
香
南
会
に
決

定
さ
れ
た
。
今
回
、
嶺
北
荘

と
大
豊
園
を
一
体
化
し
、
新

た
な
機
能
を
加
え
て
施
設
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

福
祉
の
町
を
標
榜
す

る
に
は
無
理
が
あ
り
、
90

人
の
雇
用
が
あ
る
と
は
思

わ
な
い
。
今
後
の
経
営
に

も
不
安
を
抱
く
。

　
そ
う
い
う
意
見
が
あ
る

こ
と
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
お

く
。

　

施
設
の
従
業
員
は
町

内
で
雇
用
さ
れ
る
の
か
。

　
地
元
住
民
の
優
先
雇
用

を
申
し
入
れ
て
い
る
。

　

嶺
北
荘
で
は
、
納
入

業
者
の
打
ち
切
り
が
行
わ

れ
た
。
町
内
の
事
業
者
の

納
入
を
求
め
る
。

　
議
会
の
意
思
は
、
地
元

調
達
・
地
元
雇
用
を
基
本
と

し
て
い
る
。
今
後
、
一
層
町

執
行
部
、
香
南
会
へ
働
き
か

け
を
行
う
。

　

用
地
の
使
用
料
を
30

年
間
無
償
と
し
た
の
は
。

　
建
物
の
対
応
年
数
等
を

考
慮
し
て
30
年
間
と
し
、
施

設
の
公
共
性
か
ら
無
償
と
し

た
。

　

社
協
が
行
う
サ
ー
ビ

ス
が
香
南
会
に
委
託
さ
れ

た
場
合
、
切
り
捨
て
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
心
配
す

る
。

　
民
間
に
委
託
さ
れ
て
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
は
い
け

な
い
。

　

町
外
か
ら
の
従
業
員

は
、
町
内
に
居
住
す
る
の

か
。

　
香
南
会
は
従
業
員
住
宅

建
設
も
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

局
長
職
の
職
員
を
引

き
上
げ
る
等
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
規
模
・
機
能
が

縮
小
さ
れ
て
い
な
い
か
。

　
自
前
の
局
長
を
置
く
な

ど
の
体
制
整
備
を
働
き
か
け

る
。

　

選
定
委
員
の
投
票
に
よ

り
決
ま
っ
た
。

　

昨
年
の
さ
く
ら
市
の

指
定
管
理
議
案
は
、
こ
の

３
月
定
例
会
で
撤
回
さ
れ

た
。
今
回
議
会
で
の
手
続

き
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

指
定
管
理
で
あ
れ
ば
議

決
が
必
要
だ
が
、
業
務
委
託

は
議
決
が
必
要
で
は
な
い
。

　

施
設
の
設
置
目
的
は
、

生
産
者
が
潤
う
こ
と
で
は

な
い
か
。

　

議
会
と
し
て
も
生
産
者

と
消
費
者
が
う
ま
く
連
携
す

る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▲新鮮・美味しさ・笑顔をお届け（さくら市）
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総
合
福
祉
施
設
の
整

備
に
よ
る
入
所
者
増
は
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
に
つ

な
が
ら
な
い
か
。

　
※
「
住
所
地
特
例
」
も

あ
り
、
必
ず
し
も
施
設
へ
の

入
所
が
本
町
の
介
護
費
用
負

担
の
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。
注
意
深
く
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

※
住
所
地
特
例
（
じ
ゅ
う
し

ょ
ち
と
く
れ
い
）
と
は
…
被

保
険
者
が
、
他
市
町
村
の
施

設
に
入
所
・
入
居
し
て
、
施

設
所
在
地
に
住
所
を
変
更
し

た
場
合
に
は
、
現
住
所
地

（
施
設
所
在
地
）
の
市
町
村

で
は
な
く
、元
の
住
所
地（
施

設
入
所
直
前
）
の
市
町
村
の

介
護
保
険
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

れ
い
ほ
く
地
域
振
興
㈱
・

四
季
菜
館
関
連

　

れ
い
ほ
く
地
域
振
興

㈱
へ
の
貸
付
金
の
使
途
は
。

　
未
払
い
の
給
与
、
保
険

料
、
仕
入
金
等
支
払
い
に
限

定
。

　

貸
付
に
至
る
経
過
は
。

　
町
長
は
、
当
初
町
費
３

６
０
０
万
円
の
増
資
（
株
式

の
発
行
・
購
入
）
に
よ
る
赤

字
補
填
で
の
経
営
改
善
策
を

示
す
も
、
議
会
は
拒
否
。
賃

金
等
の
支
払
い
に
限
定
し
、

緊
急
措
置
と
し
て
貸
付
け
を

認
め
た
。

　
赤
字
の
状
況
は
。

　
公
認
会
計
士
に
よ
る
調

査
が
間
も
な
く
完
了
見
込
み
。

概
算
３
６
０
０
万
円
の
負
債
。

　
今
後
の
対
応
策
は
。

　
再
建
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
れ
い
ほ
く
地
域
振
興

㈱
の
再
建
策
を
検
討
す
る
予

定
。

　

貸
付
金
の
返
済
は
誰

が
。

　
借
受
人
の
れ
い
ほ
く
地

域
振
興
㈱
が
経
営
継
続
の
中

で
返
済
を
行
う
。

　
　

返
済
見
通
し
の
無
い

貸
付
決
定
は
、
背
任
行
為

で
は
な
い
か
。

　
法
的
に
問
題
は
な
い
も

の
と
考
え
る
。

　

町
出
資
の
第
３
セ
ク

タ
ー
の
経
営
改
善
、
整
理

費
用
を
国
が
支
援
す
る
制

度
の
適
用
は
。

　
制
度
は
平
成
25
年
度
に

終
了
。

　

営
業
再
開
の
見
通
し

は
。

　
４
月
29
日
を
予
定
し
て

い
る
。

　

気
軽
に
利
用
で
き
る

普
段
着
の
店
へ
の
転
換
が

必
要
で
は
。

　
経
営
改
善
策
に
、
町
民

に
親
し
ま
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
構

成
を
行
う
よ
う
指
摘
し
て
い

る
。

　

本
年
度
の
指
定
管
理

料
の
内
訳
は
。

　
電
力
使
用
基
本
料
、
浄

化
槽
管
理
費
等
の
施
設
管
理

費
。

▲建設中の総合福祉施設

　

住
民
の
不
安
を
解
消

す
る
先
頭
に
議
会
が
立
つ

よ
う
求
め
る
。

　
今
後
課
題
が
発
生
す
る

恐
れ
も
あ
り
、
議
会
も
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
果
た
す
。

▲土佐あかうしはいから丼
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庁
舎
関
連

　

検
討
委
員
答
申
後
の

経
過
は
。

　
町
長
は
４
月
に
場
所
を

決
め
て
夏
ま
で
に
は
基
本
設

国
保
税
関
連

　

国
保
税
の
税
率
が
上

が
り
、
負
担
増
と
な
っ
た

が
。

　
基
金
が
底
を
つ
き
、
一

般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
を
行

う
状
況
で
あ
り
、
や
む
な
く

税
率
を
上
げ
た
。

福
祉
関
連

　

社
会
福
祉
協
議
会
の

サ
ー
ビ
ス
が
数
年
後
に
一

部
廃
止
さ
れ
る
と
聞
く
が
。

　
総
合
福
祉
施
設
の
解
消

に
伴
い
一
部
影
響
が
あ
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
議
会
は
、

社
協
の
存
続
充
実
と
雇
用
の

継
続
を
町
長
へ
要
求
し
て
い

く
。

広
報
関
連

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般

質
問
の
答
弁
が
短
す
ぎ
る
。

　
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

事
業
の
中
身
が
わ
か

る
様
な
具
体
的
な
資
料
の

掲
載
を
望
む
。

　
検
討
し
て
い
く
。

住
宅
用
地
関
連

　

購
入
済
み
の
四
区
の

製
材
所
跡
地
の
現
状
は
。

　
町
長
に
対
し
て
効
果
的

な
利
用
を
促
し
て
い
く
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
関
連

　

何
戸
入
居
し
て
い
る

の
か
。
ア
ク
セ
ス
道
の
改

修
は

　
７
戸
入
居
し
て
い
る
。

道
路
は
現
在
改
良
中
。

▲整備されたイベント広場

　
議
会
の
監
視
は
。

　
昨
年
秋
、
産
業
土
木
委

員
会
で
の
26
年
度
決
算
書
の

内
容
調
査
内
容
へ
の
指
摘
か

ら
経
営
悪
化
が
表
面
化
し
た
。

　

今
後
の
経
営
体
制
と

運
営
監
視
は
。

　
議
会
か
ら
３
名
の
役
員

派
遣
と
月
例
取
締
役
開
催
に

計
す
る
と
答
弁
し
た
。
基
本

設
計
が
、
28
年
度
予
算
化
さ

れ
た
。

　

庁
舎
建
設
の
遅
れ
の

原
因
は
何
か
。
こ
の
１
年
、

住
民
に
報
告
が
な
い
。

　
さ
く
ら
市
東
側
候
補
地

は
、
区
画
の
一
部
が
河
川
区

域
で
あ
り
、
県
と
の
協
議
な

ど
調
整
が
遅
れ
た
。

　

庁
舎
の
建
設
費
用
が

今
後
若
い
人
に
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
を
求

め
る
。

　
適
切
な
財
政
運
営
を
求

め
て
い
る
。

　

町
有
地
の
利
活
用
は

住
民
の
意
見
を
聞
い
て
行

う
べ
き
だ
。

　
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
配
慮
す
る
。

　

庁
舎
の
場
所
を
決
め

て
か
ら
、
ア
ウ
ト
ド
ア
施

設
等
の
検
討
を
す
べ
き
だ
。

　
計
画
に
町
民
の
声
を
活

か
す
よ
う
求
め
る
。

よ
る
経
営
点
検
を
町
長
に
要

求
し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
広
場
の
改

修
計
画
は
。
庁
舎
用
地
と

の
関
係
は
。

　
１
５
０
万
円
で
舗
装
。

重
な
ら
な
い
。
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地
方
創
生
交
付
金
関
連

　

交
付
金
の
使
途
は
。

四
季
菜
館
へ
の
出
資
に
は
。

　
基
本
的
に
ソ
フ
ト
事
業

に
充
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
利
用
。

　
四
季
菜
館
へ
の
出
資
に
は

使
え
な
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
関
連

　

昨
年
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
販
売
方
法
は
不

適
切
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
次
回
か
ら
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
議
会

で
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
関
連

　

ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
モ
ン

ベ
ル
に
貸
し
て
い
る
の
か
。

　
１
階
は
商
工
会
、
地
下

は
モ
ン
ベ
ル
に
指
定
管
理
で

貸
し
て
い
る
。
昨
年
は
４
０

０
万
円
程
度
の
法
人
税
が

入
っ
て
い
る
。

国
道
改
良
関
連

　

観
光
バ
ス
が
ス
ム
ー

ズ
に
通
れ
る
よ
う
改
良
が

必
要
で
は
。

　
田
高
須
工
区
早
期
完
了

と
他
地
区
の
改
修
に
つ
い
て

引
き
続
き
要
望
す
る
。

防
災（
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）関
連

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
寺
家

カ
ヌ
ー
艇
庫
を
撤
去
し
て

設
置
し
て
は
。

　
島
の
河
原
に
で
き
た
の

で
、
今
後
は
松
島
用
地
の
活

用
を
考
え
る
。

　

新
し
く
出
来
た
ヘ
リ

ポ
ー
ト
は
台
風
等
増
水
の

場
合
使
用
で
き
る
の
か
。

　
出
来
な
い
。
大
洪
水
時

に
は
、
運
動
場
等
の
広
場
利

用
を
検
討
す
る
。

　

新
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
の

進
入
路
の
状
況
は
。

　
舗
装
整
備
を
行
っ
た
。

地
域
防
災
計
画
関
連

　

地
域
防
災
計
画
改
定

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
改
訂
版
の
作
成
が
間
も

な
く
終
了
す
る
。

耐
震
関
連
補
助
の
新
設
関
連

　

耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に

補
助
で
き
な
い
か
。

　
町
に
要
望
し
て
い
く
。

県
道
坂
瀬
吉
野
線
の

通
行
止
め
関
連

　

通
行
止
め
に
な
っ
て

４
年
余
り
。
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
が
。

　
現
場
は
地
盤
が
動
い
て

い
る
状
況
と
聞
い
て
い
る
が
、

早
期
復
旧
を
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他

　

郵
便
局
の
駐
車
場
が

狭
い
の
で
車
が
自
由
に
出

入
り
で
き
る
よ
う
要
望
を

望
む
。

　
昨
年
か
ら
の
要
望
で
あ

り
、
し
か
る
べ
き
対
応
を
す

る
。

　

町
長
と
若
い
世
代
の

意
見
交
換
会
開
催
を
要
望

す
る
。

　
若
い
世
代
に
限
ら
ず
懇

談
会
の
開
催
を
要
望
す
る
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

や
れ
ば
意
見
が
聞
け
る
と

思
う
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
で
も
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
行

政
と
議
会
が
一
緒
に
検
討
し

て
い
る
。

　

三
山
の
池
貯
水
量
を

下
げ
、
堰
堤
も
低
く
す
る

と
聞
く
。
着
手
の
時
期
は
。

　
は
っ
き
り
と
し
た
情
報

を
得
て
い
な
い
。
早
急
な
対

応
を
、
県
に
も
申
し
入
れ
る
。

　

町
民
祭
会
場
は
自
動

車
学
校
跡
地
と
聞
い
た
が
、

校
庭
で
行
う
よ
う
要
望
し

て
ほ
し
い
。

　
意
見
は
執
行
部
に
伝
え

る
。

▲運用が開始された新ヘリポート
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▲天空の郷から美味しさ発信

　

街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し

た
い
が
補
助
金
を
つ
け
て

も
ら
い
た
い
。

　
公
的
な
街
灯
取
替
え
の

制
度
化
に
取
り
組
む
。

　

権
代
へ
行
く
町
道
は

交
通
量
が
多
い
。
舗
装
改

修
等
を
求
め
る
。

　
管
理
の
徹
底
を
要
望
し

て
い
く
。

　

ブ
ラ
ン
ド
米
天
空
の

郷
は
安
く
な
ら
な
い
か
。

　
海
洋
深
層
水
を
も
ち
い

る
な
ど
手
間
を
か
け
て
お
り
、

あ
る
程
度
は
高
い
。

　

天
空
の
煎
餅
は
油
を

少
し
減
ら
し
て
、
味
を
変

え
て
み
て
は
。

　
焼
酎
、
煎
餅
と
展
開
し

て
い
る
。
味
に
つ
い
て
は
研

究
し
て
良
く
す
る
よ
う
に
伝

え
る
。

　

過
疎
債
（
借
入
金
）

が
大
き
く
膨
れ
て
い
る
の

で
、
起

※

債
制
限
に
か
か
ら

な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
を
。

※
起
債
制
限
比
率
と
は
…
公

債
比
率
が
一
般
財
源
に
占
め

る
割
合
で
、
自
由
に
使
え
る

お
金
に
占
め
る
借
金
返
済
額

の
割
合
で
す
。

　
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

注
意
深
く
監
視
し
て
い
く
。

今
年
の
広
報
も
と
や
ま

２
月
号
４ｐ
に
「
平
成

26
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
等
に

つ
い
て
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

有
能
な
職
員
が
や
め

る
の
は
何
故
か
。
こ
れ
か

ら
を
担
う
職
員
が
辞
め
る

の
は
厳
し
い
。
職
員
の
健

康
管
理
に
も
危
惧
す
る
。

　
今
年
か
ら
ス
ト
レ
ス
診

断
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
職
員
の
健
康
管
理
の
充

実
を
町
長
へ
求
め
る
。

　

土
佐
本
山
橋
の
完
成

時
期
は
。

　
平
成
30
年
度
内
に
完
成

予
定
。

　

嶺
北
高
校
に
行
か
ず

市
内
に
行
く
生
徒
が
多
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
廃
校
に
な

る
の
で
は
。

　
こ
れ
以
上
減
る
と
運
営

が
厳
し
く
な
る
。
中
高
一
貫

は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
が
、

魅
力
化
が
必
要
。

　

山
村
留
学
を
や
っ
て

み
た
ら
ど
う
か
。

　
寄
宿
舎
も
検
討
し
て
い

る
。
梼
原
は
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
　

議
会
報
告
会
は
も
っ

と
沢
山
の
人
が
来
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
懇
談
会
の
よ
う
な
形
で

も
実
施
し
た
い
。
開
催
時
期

も
検
討
す
る
。



編

記
後
集

発
行
／
高
知
県
本
山
町
議
会
　
発
行
責
任
者
／
議
長
　
岩
本
誠
生
　
編
集
／
広
報
編
集
委
員
会

〒
7
8
1

-

3
6
9
2
　
高
知
県
長
岡
郡
本
山
町
本
山
5
0
4
番
地

電
話
／
F
A
X
（
0
8
8
7
）
7
6

-

2
1
3
0

本
山
町
議
会
だ
よ
り

臨
時
号

本山町議会だより　臨時号 8

意 見 交 換 会

　

秋
の
夜
長
、
ど
の
よ
う
に
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
議
会
報
告
会

に
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
様
々
な
ご
意
見
を

お
伺
い
す
る
事
が
出
来
た
、
貴
重

な
時
間
で
し
た
。
中
で
も
、
住
民

の
皆
様
に
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
よ

う
と
す
る
事
業
計
画
を
お
伝
え
出

来
て
な
い
、
と
い
う
事
を
痛
感
致

し
ま
し
た
。
今
後
は
執
行
部
と
も

話
し
合
い
、
素
早
く
情
報
提
供
出

来
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
参
り

ま
す
。
私
達
が
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
事
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
、

身
を
引
き
締
め
て
お
り
ま
す
。

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ  

　
　
　
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

　
　
　
　
　
く
つ
わ
虫
♪

議　
長　
岩
本　
誠
生

副
議
長　
河
邑　
一
雄　

（
◎
＝
委
員
長　
○
＝
副
委
員
長
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
大
石
教
政
○
長
瀬
美
和
・
岩
本
誠
生
・

中
山
百
合
・
宮
田
俊
一

【
産
経
土
木
常
任
委
員
会
】

◎
細
川
博
司
○
河
邑
一
雄
・
上
田
亜
矢

子
・
澤
田
康
雄
・
永
野
栄
一

【
議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会
】

◎
上
田
亜
矢
子
○
細
川
博
司
・
大
石
教

政
・
河
邑
一
雄
・
澤
田
康
雄
・
長
瀬
美

和【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
永
野
栄
一
○
河
邑
一
雄
・
大
石
教
政
・

細
川
博
司

～
議
会
内
の
構
成
が
　
　
　

　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た
～

「開かれた議会」を目指して、
私たちは町民の皆さまと共に歩み続けます

後列左から、大石教政、永野栄一、澤田康雄、上田亜矢子、宮田俊一、細川博司
前列左から、中山百合、岩本誠生、河邑一雄、長瀬美和


